
　
七
月
二
〇
日

　
只
今
、
十
一
時
、
の
ぞ
み
３
号
で
広
島
を
過
ぎ
博
多
に
向
け
て
走
っ
て
い

る
。
十
二
時
前
博
多
着
。
忍
田
さ
ん
と
昼
食
後
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
に
て
打

ち
合
わ
せ
。
そ
の
後
、
カ
ン
サ
イ
本
社
に
て
打
ち
合
わ
せ
。
十
七
時
二
十
二

分
発
新
幹
線
。
チ
ョ
ム
ス
キ
ー
世
界
を
語
る
、
再
読
了
。

　
七
月
二
十
一
日

　
昨
日
、
東
京
は
三
十
九
度
五
分
と
い
う
観
測
史
上
最
高
の
暑
さ
で
あ
っ
た

ら
し
い
。
地
球
温
暖
化
、
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
が
入
り
混
じ
っ
た
都
市

異
常
気
象
に
突
入
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
こ
れ
こ
そ
、
ま
さ
に
環
境
問
題
の

最
た
る
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
打
つ
べ
き
手
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
都
市
緑
化
、

屋
上
緑
化
以
前
に
、
都
市
生
活
そ
の
も
の
の
ス
タ
イ
ル
を
変
え
て
ゆ
く
必
要

が
あ
り
、
そ
れ
が
第
一
な
の
だ
が
、
生
活
ス
タ
イ
ル
を
変
え
て
ゆ
く
の
に
は

個
々
人
の
価
値
観
そ
の
も
の
を
、
修
正
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
自
明
の

理
で
あ
る
。
そ
れ
こ
そ
改
革
せ
ね
ば
な
ら
ん
の
は
、
個
々
人
の
意
識
、
そ
し

て
そ
れ
を
支
え
て
い
る
無
意
識
、
つ
ま
り
趣
味
の
品
格
と
い
っ
た
深
層
心
理

な
の
だ
ろ
う
。
そ
う
い
う
レ
ベ
ル
で
は
世
田
谷
村
の
ヤ
セ
ガ
マ
ン
は
良
い
と

は
思
う
の
だ
が
、
家
族
の
ク
レ
ー
ム
も
又
厳
し
い
。
し
か
し
、
こ
の
暑
さ
は

や
は
り
問
題
だ
な
。

　
十
一
時
大
学
、
森
の
学
校
打
ち
合
わ
せ
。
十
三
時
松
尾
建
設
、
十
四
時
昼

食
、
今
日
も
さ
ぬ
き
う
ど
ん
、
こ
れ
じ
ゃ
、
夏
負
け
す
る
よ
。
十
九
時
迄
大

学
雑
事
。

　
七
月
二
十
二
日

　
今
日
、
次
女
友
美
が
ア
メ
リ
カ
に
発
つ
。
三
年
間
の
留
学
と
な
る
。
早
朝

ま
で
荷
造
り
に
追
わ
れ
て
い
た
。
朝
一
番
で
車
の
国
際
ラ
イ
セ
ン
ス
を
取
得

し
、
午
後
三
時
に
Ｎ
Ｒ
Ｔ
発
ら
し
い
。

　
十
時
厚
生
館
現
場
、
増
築
部
分
の
姿
が
見
え
て
き
た
。
改
築
部
契
約
立
会

い
。
八
月
二
〇
日
過
に
完
成
予
定
。
島
倉
二
千
六
さ
ん
の
空
は
盆
明
け
の
製

作
予
定
。
α
社
長
若
松
氏
と
の
約
束
三
〇
分
遅
れ
で
十
三
時
過
研
究
室
。
早

く
仕
事
場
を
大
学
か
ら
全
て
移
さ
な
い
と
、
人
間
自
体
が
駄
目
に
な
る
な
。

先
生
と
言
わ
れ
る
程
の
バ
カ
は
ナ
シ
。
建
築
家
も
時
に
先
生
と
呼
ば
れ
る
か

ら
、
私
の
場
合
は
ダ
ブ
ル
バ
カ
、
ト
リ
プ
ル
バ
カ
に
な
り
か
ね
な
い
。
先
生

と
呼
ば
れ
ぬ
様
に
努
力
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
只
今
、
十
二
時
二
〇
分
、

京
王
線
で
新
宿
に
向
か
っ
て
い
る
。
友
美
は
う
ま
く
Ｎ
Ｒ
Ｔ
に
向
か
っ
て
い

る
か
な
ア
。
あ
の
子
は
私
を
色
濃
く
継
い
だ
娘
だ
か
ら
、
う
ま
く
育
っ
て
ほ

し
い
が
、
誰
も
先
の
事
は
わ
か
ら
な
い
。
十
三
時
過
研
究
室
。
α
社
長
若
松

氏
モ
ス
ク
ワ
よ
り
の
帰
り
が
て
ら
寄
っ
て
く
れ
て
、
打
合
わ
せ
。
八
月
の
ロ

シ
ア
、
モ
ス
ク
ワ
大
学
訪
問
の
件
。
松
尾
建
設
権
藤
氏
来
室
。
十
五
時
半
五

反
田
ト
モ
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
定
例
会
。
十
八
時
了
。
十
八
時
四
十
五
分

大
学
研
究
室
雑
事
指
示
。
十
九
時
も
め
ん
屋
、
集
会
。
機
械
Ｂ
の
先
生
方
と

建
築
の
先
生
方
。
二
十
三
時
過
修
了
。
建
築
学
科
の
若
手
先
生
方
と
話
し
合

う
。

　
木
本
一
之
君
に
頼
ん
だ
「
ざ
く
ろ
」
。
私
の
若
い
ス
タ
ッ
フ
に
作
図
さ
せ

た
。
光
そ
の
１
、
光
そ
の
２
、
そ
し
て
、
ガ
ウ
デ
ィ
も
ど
き
の
鉄
の
ツ
タ
、

島
倉
二
千
六
さ
ん
の
偽
の
空
。
フ
ル
ー
ツ
模
様
の
ラ
オ
ス
の
ペ
ー
パ
ー
等
々
。

こ
の
（
厚
生
館
）
建
築
で
は
無
意
識
の
内
の
よ
う
な
意
識
の
中
の
よ
う
な
、

浮
遊
状
態
の
ま
ま
に
幾
つ
か
の
試
み
を
し
て
い
た
。
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七
月
二
十
三
日

　
昨
日
よ
り
、
群
馬
左
官
大
将
森
田
さ
ん
親
子
、
中
沢
兄
弟
が
世
田
谷
村
の

現
場
に
乗
り
込
ん
で
き
て
い
る
。
い
つ
も
何
の
連
絡
も
な
し
に
、
フ
ッ
と
現

れ
て
仕
事
し
て
い
る
の
が
、
い
か
に
も
ド
ン
、
森
田
兼
次
ら
し
く
て
困
っ
た

も
の
だ
が
面
白
く
も
あ
る
。
十
一
時
乃
木
坂
の
白
井
版
画
工
房
。
刷
師
の
白

井
さ
ん
に
中
版
の
三
点
刷
っ
て
も
ら
い
、
仕
上
げ
を
試
み
る
。
と
き
の
忘
れ

も
の
・
綿
貫
氏
と
会
う
。
室
内
・
塩
野
君
も
来
る
。
昼
食
、
眠
々
・
民
族
食

堂
に
て
、
コ
レ
は
美
味
な
ラ
ー
メ
ン
と
ギ
ョ
ー
ザ
。
十
九
時
す
ぎ
ま
で
作
業
。

グ
ッ
タ
リ
。
流
石
に
研
究
室
に
帰
る
気
力
な
く
、
野
村
・
デ
ー
ビ
ッ
ド
に
新

宿
迄
出
て
き
て
も
ら
う
事
に
し
て
、
二
〇
時
新
宿
待
ち
合
わ
せ
。
コ
ー
ヒ

ー
・
シ
ョ
ッ
プ
で
森
の
学
校
の
打
ち
合
わ
せ
。
な
ん
と
か
ア
イ
デ
ィ
ア
を
ま

と
め
る
。
私
の
こ
れ
ま
で
の
建
築
の
中
で
も
特
別
な
も
の
に
な
る
か
も
し
れ

な
い
。
松
崎
町
那
賀
川
の
河
岸
フ
ェ
ン
ス
で
の
試
み
、
現
代
っ
子
ギ
ャ
ラ
リ

ー
の
デ
ザ
イ
ン
を
展
開
さ
せ
た
も
の
に
な
る
。
全
体
の
形
は
無
い
。
徹
底
し

て
進
も
う
。
二
十
一
時
半
修
了
。
ス
タ
ッ
フ
は
御
苦
労
さ
ん
だ
っ
た
。
二
十

二
時
半
世
田
谷
村
に
戻
る
。
今
日
は
精
一
杯
だ
っ
た
が
、
幸
脇
さ
ん
と
の
打

ち
合
わ
せ
に
出
ら
れ
ず
に
申
し
訳
な
い
事
を
し
た
。
少
し
計
り
ワ
ガ
マ
マ
さ

せ
て
も
ら
っ
た
。
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